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した佛教概論の様相を呈する。このうち、第 1章は上野 2009に、第 2章は堀内 2016に、第 4章は





























なお、本稿に掲載される翻訳研究の中で、theg pa chen po'i mdo sde bsdus pa『大乗経典集』あるい
は『摂大乗経』、さらに[rgon pa'i] khyi lta bu'i gang zag bzhi「〔猟〕犬の如き 4種の人物」と呼ばれる
経典が重要な典拠として引用されているが、残念ながら現時点では出典不詳である。出典に関する
情報提供を求める次第である。 
『釈軌論』第 5 章 翻訳 
5.0 第 5 章の趣旨説明 

















































































































もって話をすべきである。（ i）適切な時に話をすべきであり、（ ii）尊敬して、（ iii）順に
（*kathikenāyuṣmanto bhikṣuṇā dhārmīṃ kathāṃ kurvantānyeṣāṃ viṃśatibhir ākāraiḥ kathā karaṇīyā. 








に法を聴くべきであり、（ii）尊敬して、（iii）聴きたいと願って 18（... *śrotavyaḥ ... (i) kālena 



























5.1.2 の続き 聴法のあり方と 27 の心の相関（VyY, D shi 115b4-116a3; P si 134b3-135a3） 
【問い】この、発奮させることによって、何に発奮させるのか？ 
【答え】〔最初の〕7句（(1) - (7)）によって、五蓋を取り除くことに〔発奮させる〕。落ち込み・居
眠りと、浮つき（*auddhatya, 掉挙）・後悔（*kaukr̥tya, 悪作）を 2種となして 24。 
〔次の〕4句（(8) - (11)）によっては、世尊が「〔猟〕犬の如き 4種の人物」を説かれたが 25、〔そ
の中での前〕三者 26は黒品（*kr̥ṣṇapakṣa）と共通し、〔残りの〕一者 27は白品（*śuklapakṣa）と共
通する。他ならぬ以上〔の黒品〕の断と、他ならぬ以上〔の白品〕に〔発奮させる〕28。 


















残り（(22) - (27)）は理解しやすいから説明しない 31。 
以上のようなものが、発奮させることによって、である。 
 
徳慧注（VyYṬ, D si 279a1-280b4; P i 164b4-166b7） 
【問い】この、発奮させることによって、何に発奮させるのか？ 









〔次の〕4 句（(8) - (11)）によって、すなわち(8)善なる心と、(9)理解する心と、(10)敬う心と、(11)
信解する心というこれら〔の句〕によって。 
世尊が「〔猟〕犬の如き 4 種の人物」を説かれたが、4種とはなにか。「4〔種〕の犬」と詳細に説












































残りの〔16〕句（(12) - (27)）と詳細に説かれているのは、残りの 16 句によっては、「(12)正しく








































向けよ」（*tac chr̥ṇuta sādhu ca suṣṭhu ca manasikuruta）と仰っているのだから、そうした聴聞につい
ての過失が我々に生じるのは適切でないから、敬意をもって法を聴くべきである。 
 








5.2.2 3 種の病人（VyY, D shi 116a6-b2; P si 135a7-b4）39 
第 1の病人は医師の処方 40を知らず、第 2〔の病人〕は〔医師の処方を〕誤って捉えている。 
例えば、下痢の者（'khrus pa41）に対して「米粥（'bras khu 42）を補給しなさい」と忠告したのに、
酸乳（zho ga chu 43）を補給したり、消化不良の者（drod chung ba 44）に対して「粉をかき混ぜたも
の（phye ma 45 sbyar ba）を漉して、三包（pho sum）に分けて飲み込みなさい」と忠告したのに、
分けることなく丸飲みしたり、同様に、「油を服用して（snum thong la 46）、このとおり下剤（bkru 




























































































































徳慧注（VyYṬ, D si 281a5-284a5; P i 167b2-171b1） 
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1 第 5 章を対象とした先行研究に、前四章における経典解釈法との対比により第 5 章の位置付けを確認し
た HORIUCHI 2008, チベット訳としてのみ残されている『頌義集』（Gāthārthasaṃgraha）の第 10 偈注釈箇
所と第 5 章の並行関係を指摘した SKILLING 2000: 325-365 がある。『頌義集』は『頌集』（Gāthāsaṃgraha）
に対する作者不明の散文注であり、『頌集』の第 10 偈＝Uv(tib.) 22.6 に対する注釈に際し『頌義集』で
は全 11 節にわたり詳細に注釈が施されるが、それらはほぼ全面的に『釈軌論』第 5 章からの引用であ
る（→5.2.5）。したがって、その『頌義集』第 10 偈注釈箇所の独訳研究を含む SCHIEFNER 1879 も第 5 章
の先行研究としての側面を併せ持つ。堀内 2005 も参照。同様に、『プトン佛教史』も第 5 章からの引用
が多いため、その英訳研究である OBERMILLER 1931 も先行研究としての側面を併せ持つ。 
2 『釈軌論』の第 1 章から第 4 章は「目的」「要義」「語義」「関連」「論難・答釈」からなる 5 つの形式に
沿ってその全体が立論されている。そして、この第 5 章冒頭の「論難・答釈という形式についても説明
し」は「答釈」（15）に相当する先の第 4 章の説明が完了したことを示す。 
3 第 5 章に先行する前四章の主題が「経典解釈」であることを示す。なお、佛説論と佛身論が論じられる
第 4 章では「経典解釈」が直接には主題化されていないものの、前注に記したとおり、第 4 章は「論難・
答釈」のうち最後の「答釈」（15）に位置づけられている。そのため、ここでは第 4 章の主題も「経典
解釈」に統合されている。 
4 brgal zhing brtag par bya の対応梵語として Negi s.v.は paryanuyojyam を挙げる。それゆえ当該箇所を「…
を引用した後、よく調べるべきだ（paryanuyojya）」と訳出することも可能であるが、そうであれば次の
文に置かれた lan/*parihāra の意味が不明瞭となってしまう。したがって、ここでは*parihāra と対比させ
*codya を強調し、「詰問」と訳した。paryanuyojya については『倶舎論』（Abhidharmakośabhāṣya）「破我
品」に次の用例がある。 
AKBh 471.10-11; AKBh(L) 112.2-3: pudgalas tu paryanuyojyaḥ kiṃ kāraṇaṃ bhagavān jīvantaṃ pudgalam astīti 
vyākaroti paraṃ maraṇān na vyākarotīti. 
AKBh(chi.)：応作～問、応詰 
AKBh(tib.): brgal (brgal] D; rgal P) zhing brtag par bya ste | 
5 gus par mnyan pa [dang ldan pa], *śuśrūṣā/*śuśrūṣamāṇa. 第 5 章の中心課題となるこの術語の出典は、『釈軌
論』を見る限り『広義法門経』である。AvDh 5.3 śuśrūṣamāṇena, gus par nyan pa に相当する、安世高によ
る漢訳は「爲耳聽」、眞諦による漢訳は「欲樂」である。さらに、『釈軌論』関連文献におけるチベット
訳例は、『釈軌論』では sri zhu, 徳慧注では nyan par gus pa である。音訳である sri zhu は gaurava（尊重）, 
pūjā（恭敬）, bhakti（信愛）にも充てられる訳語でもある（Negi s.v.）。なお、『広義法門経』では§5 の
他、名詞形 śuśrūṣā の用例は 8.5（智慧を成熟させる徳目として）、20.9（不浄想を強化する徳目として）、
32.8（如理作意に資する徳目として）の 3 箇所にある。SWTF s.v. śuśrūṣā も併せて参照。 
6 第 1 章に置かれる総括偈第 2 偈の再出である。ヴィールヤシュリーダッタの『決定義経注』
（Arthaviniścayasūtranibandhana）からサンスクリットが回収される（AVSN 写本の略号については堀内
2018: nt. 4 を参照）。Cf. AVSN 72.4-5: 
śrutvā sūtrasya māhātmyaṃ śrotur ādarakāritā | 
śravaṇodgrahaṇe1 syād ity2 ādau vācyaṃ3 prayojanam || 
 1 -odgrahaṇaṃ Ms, SAMTANI; -odgrahaṇe G, N, T Mss. 3 写本に従い SAMTANI Ed. を訂正する。 
 2 syād iti Ms, G Mss., SAMTANI; syātām N, T Mss. 






7 yang dag par 'dzin du gzhug pa. その原語は samādāpana と推測される。第 1 章では yang dag par len du gzhug 
pa がこの語に対応していたが、この語のチベット訳例は一定していない。以下の用例を参照。 
Mvy(S) 6833; Mvy(IF) 6802: samādāpayati, yang dag par 'dzin du 'jug gam byed du 'jug;  
Negi s.v.v., yang dag par 'dzin du 'dzud pa: samādāpanam; yang dag par 'dzin du gzhug pa: samādāpanī(BoBh); 
yang dag par 'dzin du gzud pa: samādāpanam. 
 なお、BHSD s.v. samādāpayati は、incites (to)の訳語を充て、with loc., which seems to imply weakening of 








る〔話〕・面白い話をするべきである」（VyY, D 129a5-6, P 150a3-4: rmugs pa dang gnyid dang ldan pa dag la 








落ち込む 心が沈んでいる 珍奇な話 
心を明瞭にさせる（好奇心を生じさせ
る）ため 
居眠りする 心が沈んでいる 面白い話 
心を明瞭にさせる（眠気を取り去る）
ため 





rmugs pa dang gnyid kyis sems zhum pa rnams la rnam pa gsum dag gis(gis] D; gi P) gus par mnyan pa dang ldan 
pa bshad par bya'o および gnyid dang rmugs pa dang ldan pa rnams la ya mtshan skyes(skyes] P; skyed D) pa'am | 

















cf. VyY, D 129a6, P 150a4: sems rnam par g-yeng ba rnams la skyo bar bya ste | skyo bar gyur pa(gyur pa] P; 
'gyur ba D) rnams la(la] D; om. P) sems rtse gcig pa nyid du bya ba'i phyir ro || 
cf. VyYṬ, D 278b4, P 164a6-7: sems g-yeng ba(g-yeng ba] P; g-yengs pa D) rnams la skyo ba'i gtam bya ste | 






11 yang dag par 'dud pa. Negi s.v.によれば、sanniyojayati, niyojayati, samādāpayati, samādapeti, sanniyojanamな
どの訳例がある。ただ、これは*sam-ā√dāへの語注と推測されるため、その関連語を除けば、原語は
saṃniyojayati, niyojayati（またはその行為名詞形）あたりであろう。ni√yujは、Apteによれば、caus.の場
合、to incite, urgeの意味があり、この文脈にも一致する。つまりこの箇所は、samādāpana = saṃniyojana
であることを示す注釈であり、ともに「発奮させる」「鼓舞する」などを意味する。 
12 dbyangs kyi yon tan lnga po, *pañcāṅgopeta-svara. Avś I 258.13などに言及がある。 









（gSung dbyangs yan lag lnga dang ldan pa'i bshad pa）を指すであろう。堀内 2016: 128, fn. 846を参照。 
17 出典は『広義法門経』（Arthavistara）である。本経は有部阿含において Dīrghāgamaの第 2経として配置
されている。当該箇所に先行して、『釈軌論』第 2章経節（62）において詳細な語義解釈および解説（説
法者の 20のあり方がいかなる過失の対治であるか）が与えられている。堀内 2016: 115f.を参照。以下、
HARTMANN 1991による再構成テクストを示す（ただし、丸括弧内のローマ数字は筆者らが加えたもの。
以下の引用においても同様である）。 
AvDh 4: kathikenāyuṣmanto /// (16.4) dhārmīṃ kathāṃ /// (14.5) katamair viṃśatibhis tadyathā (i) kālena (2.a) 
kathā kara/// (ii) (satkr̥tya) (iii) (anupūrvam) ... 
18 聴法の 16のあり方のうち、（ii）について、『釈軌論』における訳例は gus pa, 徳慧注における訳例は bkur 
stiである。また（iii）について、『釈軌論』における訳例は sri zhu, 徳慧注における訳例は nyan par gus pa
である。このように訳例は異なるが、原語はそれぞれ(ii) satkr̥tya, (iii) śuśrūṣamānaとして同一であると推
測される。 
19 出典は同じく『広義法門経』である。当該箇所に先行して、『釈軌論』第 2章経節（63）において詳細
な解説（聴法者の 16のあり方がいかなる過失の対治であるか）が与えられている。堀内 2016: 120f.を参
照。以下、HARTMANN 1991による再構成テクストを示す。(iii)以下は注 35を参照。 
AvDh 5: ///(17.a) śro(tavyaḥ katamaiḥ ṣoḍa)śabhiḥ (i) kālena dha(rmaḥ śrotav)(19.u)y(aḥ) (ii) satkr̥tya (iii) 
śuśrūṣa(māṇena) ... 
20 第 2章の訳注研究である堀内 2016: 115f.を参照。 
21 第 2章の訳注研究である堀内 2016: 120f.を参照。 
22 Theg pa chen po'i mdo sde bsdus pa. 当該の経典については出典が不明である。ただし興味深いことに、世
親の説明による限り、以下の引用は「4種の〔猟〕犬の如き 4種の人物」（注 25を参照）および『広義
法門経』における「聴法者の 16のあり方」を前提としている。 














































32 以上 3つは、いわゆる欲尋、恚尋、害尋。 
33 当該箇所のみ、rngon pa'i khyi dus ma yin par rtug pa'i gang zag lta buというように lta buが末尾の位置にあ
るが、他の箇所（四例）では rngon pa'i khyi dus ma yin par rtug pa lta bu'i gang zagとある。このように lta 
buの位置は異なるものの、ここでは同一原語とみなし、訳語を変えることはしない。 
34 AvDh, AvDh(tib.)では(xii)と(xiii)の順序が反対である（HARTMANN 1991: 349, 12)の指摘）。徳慧注の所引経
文は、第 2章における引用例も含めてこの順序であり、『釈軌論の百経節』（Vyākhyāyuktisūtrakhaṇḍaśata）
も徳慧注と同様である。 
35 『釈軌論』第 2章経節（63）の注釈に際して徳慧自身が引用する経文（VyYṬ, D si 210a7-b2, P i 81b5-8）
とほぼ同一である。堀内 2016: 120f. を参照。以下、HARTMANN 1991による再構成テクストを示す。 
AvDh 5: ... śro(tavyaḥ katamaiḥ ṣoḍa)śabhiḥ (i) kālena dha(rmaḥ śrotav)y(aḥ) (ii) satkr̥tya (iii) śuśrūṣa(māṇena) 
(iv) (anasūyatā) (v) (anuvidhīyamānena) (vi) (anupālambhaprekṣiṇā) (vii)(dharme gauravam upasthāpya) (viii) 
(dharmakathi)ke pudgale gaurav(am) upasthāpya (ix) dharmam aparibhavatā (x) dharma(kathikaṃ pudgalam 
aparibhavatā) (xi) (ātmānam apa)ribhavatā (xii) ek(āgracittena) (xiii) (ājñācittena) (xiv) (avahitaśrotre)ṇ(a) (xv) 
samāvarjitamānasena (xvi) sarvacetasā (samanvāhr̥tya dharmaḥ śrotavyaḥ). 
36 当該箇所は後代の文献によく引用される箇所である。SAMTANI 1971: 83-84, fn. 8; SKILLING 2000: 301-302, 
fns. 9, 10, 11, 12が指摘するように、『現観荘厳光明論』（Abhisamayālaṃkārālokā, AAĀ(W) 137.26-138.6; 






何れも『釈軌論』当該箇所を参照した上での記述であろう。さらに、『プトン佛教史』（Bu ston chos 'byung 
44.20-45.1, OBERMILLER 1931: 79）、ツォンカパの『菩提道次第小論』（Lam rim chung ngu 38.20-39.9）にも
引用される。ツルティム・藤仲 2005: 42, no.6では関連資料として『縁起経論』（Pratītyasamutpādavyākhyā）
が挙げられているが、ツォンカパによる記述は両文献を総合したものと推測されるため、そこに『釈軌
論』を加え得る。 




何れも「それゆえ、聴け、よく、ただしく意を向けよ」（tac chr̥ṇuta sādhu ca suṣṭhu ca manasi kuruta）と
の定型句に対する注釈の形を採り、定型句を「聴け」「よく〔意を向けよ〕」「ただしく意を向けよ」と
三区分し、それぞれの句が聴聞者の三類型に対応すると世親は解釈する。 
PSVy 613.15-614.6: tad ity ayaṃ nipāto vākyopanyāse tasmādarthe ca. śr̥ṇuteti śrotrāvadhāne prayojayati. 
sādhu ca suṣṭhu ca manasi kurutety aviparītādaragrahaṇe. parṣado deśanābhājanatvāpādanārtham. anyathā hi 
deśanāyāḥ sāphalyaṃ na syāt tribhir doṣaiḥ. ākṣepadoṣeṇa vyañjanasyāśravaṇāt. prajñādoṣeṇa vā 
viparītavyañjanārthagrahaṇāt, svastyariṣṭādivat. mandacchandadoṣeṇa vānādaro1dgr̥hītasyādhāraṇāt. 











1 anāgraho-をチベット訳に基づき anādaro-に訂正する。PSVy, D 3b1, P 3b7: ma gus pas (bzung ba mi 'dzin 





3 『縁起経論』本論のチベット訳では PSVy, D 3a7, P 3b6: yi ge daṅ don phyin ci log tu 'dzin pa'i phyirと
あるが、徳慧注のチベット訳では PSVyṬ, D 74a7, P 87a4: yi ge'i don phyin ci log tu 'dzin pa'i phyirであ
る。喩例として取り上げられている svastiと ariṣṭaとは、意味は正反対であるものの音節が正反対で
あるわけではないため、徳慧注の読みを採る。 
39 AN 3.3.22に類似した内容がある。浪花 2017: 28-29を参照。 
40 医師による「飲食物の規定」（annapānavidhi）は、『チャラカサンヒター』では第 27章（矢野 1988: 191f.）
に、『スシュルタサンヒター』では第 1篇第 46章（大地原 1993: 201f.）にある。 
41 'khrus paの原語は不明。『チャラカ』『スシュルタ』において「下痢」を示す用語は atīsāra. 
42 Negi s.v.によれば、推定原語は ācāma, bhaktamaṇḍa, tanḍūlodakaなど。下痢時に摂るべき適切な飲食物に
ついて、『スシュルタ』第 6篇第 40章は「それ（絶食）の後、消化剤を混ぜた粥などの食事が適切であ
る」（SS 6.40.25cd: tataḥ pācanasaṃyukto yavāgvādikramo hitaḥ ||, 大地原 1993: 723）；「嘔吐が終わった後は、
一般に淡白なる食物を食すべく、酪漿（khaḍayūṣa）粥にピッパラなどを混ぜたものを服用すべし」（SS 






大地原 1993: 723）という。『チャラカ』第 2章 19節は「五根よりなる粥は、ヴァータ性の下痢に際して
飲まれる」（CS 2.19: peyo savāte pāñcamūlikī ||）という。この五根について矢野 1988: 21, n. 11は「五根と
は śālaparṇī, pr̥ṣṇiparṇī, br̥hatī, kanthakārī, gokṣuraの 5つ」と注記する。 
43 Negi s.v.によれば、推定原語は dadhimaṇḍa. 
44 Negi s.v.によれば、推定原語は mandāgni. 
45 Negi s.v.によれば、推定原語は cūrṇi, vicūrṇi, kaṇa, raja, parāga, manthā. 
46 あるいは「油を塗って」（snum thong la）。 
47 Negi s.v.によれば推定原語は virecana, vireka. 
48 Negi s.v.によれば推定原語は yavāgū, peyāなど。何れも病人用の薄い粥ないし漉さないままの米の粥を指
す。『チャラカ』第 2章には 28種の yavāgūの分類があり（矢野 1988: 21f.）、第 27章 250節以下には peyā
の分類がある（矢野 1988: 21f.）。 
49 当該箇所は難解であるため、チベット訳文を提示しておく。(2) gnyis pas ni nyes par bzung ste | dper na 
'khrus pa la 'bras khu lud cig ces bsgo ba las | zho ga(ga] D; kha P) chu blud pa dang | drod chung ba la phye ma 
sbyar ba las phyung ste | pho sum re re 'goms shig ces bsgo ba las | rgyun mi 'chad par thams cad 'gams pa dang | 
'di ltar snum thong la 'di ltar bkru sman 'thungs shig || 'thungs nas kyang 'di ltar 'bras khu dang | thug pa la sogs pa 
rim gyis longs spyod cig ces bsgo ba las | nyi ma gcig nyid la thams cad byas so || 
50 当該箇所は『頌義集』（GAS, D 242b5-7/243a1）、『プトン佛教史』（Bu ston chos 'byung 45.1-3, OBERMILLER 
1931: 79）に引用されている。 
51 当該箇所は『プトン佛教史』（Bu ston chos 'byung 4.10-16, OBERMILLER 1931: 9-10; 上野 2018）に要約的に
引用されている。 
52 yongs su byang ba. 蔵漢大辞典 p. 1873, および堀内 2016: 69, fn. 450（そこに 2箇所出る sbyangは byang
の誤り）を参照。 
53 『増阿』36.1（第二十八巻、聽法品第三十六第一経）および 52.5（第五十一巻、大愛道般涅槃分品第五




パーリ平行経は AN 5.21.202, Dhammasavaṇasuttaである。AN Ⅲ 248.2-6: pañcime bhikkhave, ānisaṃsā 
dhammasavaṇe. katame pañca. (1) assutaṃ suṇāti, (2) sutaṃ pariyodapeti, (3) kaṅkhaṃ vihanati, (4) diṭṭhiṃ ujuṃ 







とほぼ同文である。チベット訳では VyS, D hi 58a4-8, P yi 69a2-5に該当する） 
54 徳慧注によれば、「設定」（rnam par gzhag pa, *vyavasthāna）は「蘊」ないし「証浄」のすべてに係る。 
55 徳慧注にしたがって「我見取の」（bdag tu lta ba'i VyY(DP)）を「我語取の」（bdag nyid du smra ba'i VyYṬ(DP)）
に訂正する。 
56 この che ba'i bdag nyid (*māhātmya)を「沙門果」から「佛不共法」までに係るものとみなす。 






58 上記の『成実論』、「摂釈分」も「聴聞の 5つの利点」を三慧に配当している。 
59 『釈軌論』本文は「我見取」であるが、徳慧注の「我語取」が正しい。 
60 『中阿』103「師子吼経」、T1, 591a28-b1: 復有沙門梵志施設斷受。然不施設斷一切受。施設斷欲受戒受
見受。不施設斷我受。; 『摂事分』「沙門」, T30, 854b7-9: 其我語取於一切時、一切外道悉皆共有、是故
外道於自於他、我語取中、皆不施設斷遍知論。（向井 1985における科段では VI.1.iに相当する） 
61 thos par 'gyur ro] em.; thob par 'gyur ro VyYṬ(DP) 
62 『釈軌論』の当該箇所は『頌義集』に引用され（第 1解釈は GAS, D 237b3-7, 第 2解釈は D 240a6-7）、
また、プラジュニャーヴァルマンの『ウダーナヴァルガ・ヴィヴァラナ』にも引用される（Uvv II 629-631）。
双方の内容は『釈軌論』の記述をそのまま援用したものである。さらに、『プトン佛教史』には当該箇
所を要約した記述があり（Bu ston chos 'byung 3.18-4.9, OBERMILLER 1931: 9; 上野 2018）、そのプトンによ
る要約が『菩提道次第小論』に踏襲されている（Lam rim chung ngu 36.20-37.7, ツルティム・藤仲 2005: 41）。 
63 『釈軌論』の当該箇所に引用され、Uv 22.6に平行するこの韻文は、『ウダーナヴァルガ』の第 2系統に
一致する。『瑜伽師地論』所引偈よりサンスクリットが回収されている（Śarīrārthagāthā 22）。 
śrutvā dharmāṃ vijānāti śrutvā pāpaṃ nivarttate | 
śrutvā hy anarthaṃ tyajati śrutvā prāpnoti nirvr̥tim || (ENOMOTO 1989: 30-31) 
第 1系統の Uv 22.6（BERNHARD Ed.）は以下のとおり。第 2系統とは b句と c句がそれぞれ異なる。 
śrutvā dharmāṃ vijānāti śrutvā pāpaṃ na sevate | 
śrutvā hy anarthaṃ varjayate śrutvā prāpnoti nirvr̥tim || 
64 宗教的行為の一環として、殺人を犯したりすること。 
65 煩悩・業・生の汚れ（saṃkleśa）を三種雑染という。 
66 この『ニャグローダ〔経〕』は第 2章経節（3）にも言及・引用される（堀内 2016: 10, fn. 72を参照）。出
典は不詳であるものの、徳慧が引用する箇所を見る限り、『長阿含』「戒蘊品」に属する諸経典と同じ戒
蘊定型句をもつ。そのため、『破僧事』（Saṅghabhedavastu, 『沙門果経』相当箇所）、または『薬事』
（Bhaiṣajyavastu, 八尾 2013: 164f.）などから平行するサンスクリット・チベット訳文を、ある程度回収
し得る。 
なお、「ニャグローダ」（尼倶陀／尼拘陀）と呼ばれる人物が対告衆である経典として『長阿』5「散陀
那経」（DN 25, Udumbarikasīhanādasutta）、単独経典『尼拘陀梵志経』（T no.11）があるものの、徳慧注
所引の経文と全く一致しない。 
67 bsgrub par bya. 「理解すべき」とも訳し得るが、ここでは説法者（の予備軍）に対する、世親による「『ニ
ャグローダ経』を引用した上で論証せよ」との指示であると解釈し、「論証すべき」と訳した。 
68 以下に『破僧事』における平行箇所を引用する。<>はサンスクリット写本の校訂者である R. GNOLIによ
る補いであることを示す。SBhV Ⅱ 230.11-17: iha mahārāja śāstā loka utpadyate <tathāgato 'rhan 
samyaksaṃbu>ddhaḥ vidyācaraṇasaṃpannaḥ sugato lokavid anuttaraḥ puruṣadamyasārathiḥ śāstā 
devamanuṣyāṇāṃ buddho bhagavān, sa dharmaṃ deśayati, ādau kalyāṇaṃ madhye kalyāṇaṃ paryavasāne 
kalyāṇaṃ svarthaṃ suvyañjanaṃ kevalaṃ paripūrṇaṃ <pariśuddhaṃ> paryavadātaṃ brahmacaryaṃ praśāsayati, 
taṃ dharmaṃ śr̥ṇoti gr̥hapatir vā gr̥hapatiputro vā. 
69 徳慧注では当該箇所以下、かなりまとまった分量の『ニャグローダ経』の引用があるも、それらはすべ
て諸多の阿含経典に見られる定型句であるため、ここでは省略する。 
70 Mvy(S) 3720; Mvy(IF) 3718に基づく原語推定。「如来がお説きになられた法と律に対する信の獲得と、出
家ないし漏尽に至るまでの実践」をその内容に含み、尚かつ Gaṇakaをその名称に含むのは『中阿』144
「算數目揵連経」；単独経典「佛説数経」（T no. 70, T1, 875a11f.）；MN 107 Gaṇakamoggallānasutta. CHUNG 
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